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平面上に三角形△OA1A2 と点 A3，A4，A5 を，n = 1, 2, 3に対して△OAnAn+1

と △OAn+1An+2 が辺 OAn+1 に関して対称になるようにとる．△OA2A5 の面積が
△OA1A2 の面積の正の整数倍となるとき，∠A1OA2 の値を求めよ．


